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論文内容の要旨
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ゲソ歯類の精巣では，幼若期に特呉的に， tes tos terone に代って， 5α-androgens が生合成される

ことを我々は報許してきた。乳児期・成熟期ハムスター精巣でも， progesterone から testos terone 

が生成されるが，幼若期では 5α ー androgens が多量に生成されることがわかった。この age-depend­

ent patternは，すでに報告されているラット，マウスなどとよく似ている。我々はさらに，幼若期

ハムスターの精巣では， 5β-C 19 -steroids (etiocholanolone , 5β-andros tane-3α ， 17β-diol) も，

progesterone から major C19 -steroids として生成されることを見し h 出してすでに報告した。今[IJl は，

この幼若期ハムスター精巣に特異的に存在する 5β-及び5α-reductaseの局在を検rH した。

〔方法〕

1 )精巣成分の分離: 4 , 10週令のハムスター精巣を，拡大鏡下に月j子的に間質と精細管に分け，古1)

は組織標本作製に供した。

2) Subcellular fractionation: 精巣の homogenate を超遠沈法で，核・ミトコンドリア・マイクロ

ゾーム・サイトゾールの各分画に分離し， 自:を Marker Enzyme 測定に用いた。

3) 5α ー及び 5β-reductase ， 17β ー ol-dehydrogenase 活↑'1:の測定:各組織の homogenate と，

homogenate から得た subcellular fraction に， 14C-androstenedione (3.5n mol/ 0.2μCi/0.4 

me) と NADPH を加えて， 34
0

C で 15 ， 30分間 incuba te した。反応生成物を抽出し， Colum- 及び

Papar-chroma tography にて各生成物を分離し，再結品法にて同定した。各酵素活性は，生成され

た 5α ー及び 5β-steroids ， 17β-OH-steroidsの総和 (n mo l/100m~ protein/hour) で示した。
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4) 3β-ol-dehydrogenasei舌性の測定: homogena te に， 14 C-pregneno lone と NAD を加え incubate

し，生成された progesterone を測定した。この酵素は主に間質細胞に存在することがわかってい

るので，精細管への間質細胞の混入の程度を知るために測定したO

〔結果〕

精細管と間質の分離一分離組織を顕微鏡でみると，精細管への間質の混入はほとんどなく， 3β-

01-dehydrogenase活性をみても，幼若期，成熟期とも精細管の活性は，間質の約1/100で間質細胞の

混入のほとんどないことを示していた。

5β-及び 5α-reductase ， 17 ゚  -ol-dehydrogenaseの活性一幼若期精巣で、は 5β-reductaseは精細管

に， 5α-reductase は間質細胞に， 17β ー ol-dehydrogenaseは両者に存在することが判明した。一方，

成熟期精巣では， 5β-及び5α-reductase活性は，約1/10に低下したが17ß -ol-dehydrogenase活性

は，約10倍と著明に上昇した。 5α-reductaseは間質細胞に， 17β ー ol-dehydrogenaseの両者に存在

した。

5β-及び5α- reductase , 17β-ol-dehydrogenaseの細胞内局在-幼若期精巣の subcellular fractｭ

ion における各酵素活性をみてみると， 5β- reductaseは cytosol分画に， 5α-r e d u c ta s e , 1 7β ー oト

dehydrogenase は microsome分画に存在していた。

〔要約〕

幼若ハムスター精巣の間質細胞では， microsome5:ì画に局在する 5α- reductase により， cholesterol 

から 5α ー C 21 - steroids , androstendione , testosterone を経て， 5α-C 19 -steroids が生成される。

間質細胞から， 5α-C 19 -steroids とともに分秘されるよestosterone ， androstenedioneは精細管の

cyíosol分画に局在する 5β- reductase により， 5β-C I9 -steroids に代謝される。 17ß -ol-dehy(~ro­

genase は，間質のみならず精細管にも強い活性が存在することが明らかとなった。間細胞で生成さ

れる androstenedione は，精細管内で testos terone に転換されると考えられる。

論文の審査結果の要旨

ゲッ歯類の精巣には，幼若期に特異的に Testosterone に代って， Progesterone から 5α-androgen

が生合成されるが，幼若期ハムスター精巣では 5α-androgenのみならず 5β-androgen も多量に作

られることがわかり，我々はこの幼若期ハムスター精巣に特異的に存在する 5β-及び 5α-reductase 

の局在を検討した。その結果， 5α-reductaseは間質細胞のmicrosome分画に， 5 ゚  -reductaseは精

細管の Cytosol分画に ， 17゚ -ol-dehydrogenase は，両者の microsome分画に局在することを明らか

にした。




